
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
 

 
 

 
和

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
五

 
條

 
市

 
議

 
会

 
第

 
一

 
回

 
 
臨

 
時

 
会

 
会

 
議

 
録

（
第

 
一

 
号

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
 

 
 

 
年

 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
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─
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令
和

七
年

一
月

二
十

九
日

（
水

曜
日

）
 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
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─
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─
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─
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─
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─
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─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

議
 

事
 

日
 

程
（

第
 

一
 

号
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令

和
七

年
一

月
二

十
九

日
（

水
曜

日
）

 
午

前
十

時
開

議
 

第
 

一
 

会
議

録
署

名
議

員
の

指
名

 

第
 

二
 

会
期

決
定

の
件

 

第
 

三
 

市
長

の
提

出
議

案
の

説
明

 

第
 

四
 

議
第

一
号

 
令

和
六

年
度

五
條

市
一

般
会

計
補

正
予

算
（

第
九

号
）

議
定

に
つ

い
て

 

 
 

 
 

 
─

─
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─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
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─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

本
日

の
会

議
に

付
し

た
事

件
 

 
議

事
日

程
の

と
お

り
 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

出
席

議
員

（
十

二
名

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
番

 
 

 
仲

 
 

 
山

 
 

 
 

 
 

 
嘉

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
番

 
 

 
秋

 
 

 
本

 
 

 
直

 
 

 
嗣

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
番

 
 

 
中

 
 

 
山

 
 

 
俊

 
 

 
樹

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
番

 
 

 
谷

 
 

 
 

 
 

 
勝

 
 

 
啓

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
番

 
 

 
吉

 
 

 
田

 
 

 
 

 
 

 
正

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
番

 
 

 
窪

 
 

 
 

 
 

 
佳

 
 

 
秀
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七
番

 
 

 
岩

 
 

 
本

 
 

 
 

 
 

 
孝

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
番

 
 

 
福

 
 

 
塚

 
 

 
 

 
 

 
実

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
番

 
 

 
山

 
 

 
口

 
 

 
耕

 
 

 
司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
番

 
 

 
吉

 
 

 
田

 
 

 
雅

 
 

 
範

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
十

一
番

 
 

 
藤

 
 

 
冨

 
 

 
美

 
恵

 
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
十

二
番

 
 

 
大

 
 

 
谷

 
 

 
龍

 
 

 
雄
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─
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─
─

─
─
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─
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─
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─
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─
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─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

欠
席

議
員

（
な

し
）

 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

説
明

の
た

め
の

出
席

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
平

 
 

 
岡

 
 

 
清

 
 

 
司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
市

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

 
 

 
塚

 
 

 
勝

 
 

 
彦

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
井

 
 

 
上

 
 

 
惠

 
 

 
充

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
石

 
 

 
田

 
 

 
茂

 
 

 
人

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

技
監

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
原

 
 

 
田

 
 

 
豊

 
 

 
彰

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
長

公
室

長
 

 
 

 
 

 
 

 
西

 
 

 
本

 
 

 
久

 
 

 
雄

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
務

部
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
櫻

 
 

 
本

 
 

 
茂

 
 

 
樹

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

危
機

管
理

監
 

 
 

 
 

 
 

 
平

 
 

 
己

 
 

 
富

 
 

 
長

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
こ

や
か

市
民

部
長

 
 

 
 

 
馬

 
 

 
場

 
 

 
由

 
美

 
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
ん

し
ん

福
祉

部
長

 
 

 
 

 
谷

 
 

 
口

 
 

 
久

 
 

 
美

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

産
業

環
境

部
長

 
 

 
 

 
 

 
池

 
 

 
嶋

 
 

 
 

 
 

 
晶

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

都
市

整
備

部
長

 
 

 
 

 
 

 
上

 
田

 
井

 
 

 
 

 
 

 
朗

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

部
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
名

 
 

 
迫

 
 

 
雅

 
 

 
浩
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西
吉

野
支

所
長

 
 

 
 

 
 

 
岡

 
 

 
 

 
 

 
民

 
 

 
長

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
塔

支
所

長
 

 
 

 
 

 
 

 
泉

 
 

 
井

 
 

 
伸

 
 

 
之

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
計

管
理

者
 

 
 

 
 

 
 

 
榮

 
 

 
林

 
 

 
淳

 
 

 
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
道

局
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
柴

 
 

 
田

 
 

 
裕

 
 

 
彦

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
務

部
次

長
・

財
政

課
長

事
務

取
扱

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
戸

 
 

 
野

 
 

 
 

 
 

 
哲
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─

─
─

─
─
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─
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─
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─
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─
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事
務

局
職

員
出

席
者

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務

局
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
久

 
 

 
保

 
 

 
雅

 
 

 
彦

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務

局
次

長
 

 
 

 
 

 
 

 
辰

 
 

 
巳

 
 

 
大

 
 

 
輔

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務

局
総

務
係

長
 

 
 

 
 

 
神

 
 

 
農

 
 

 
典

 
 

 
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務

局
係

員
 

 
 

 
 

 
 

 
番

 
 

 
匠

 
 

 
悠

 
 

 
輝

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

速
記

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

 
 

 
本

 
 

 
光

 
 

 
希

 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前

十
時

開
会

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
た

だ
い

ま
か

ら
、

令
和

七
年

五
條

市
議

会
第

一
回

臨
時

会
を

開
会

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

本
日

、
令

和
七

年
五

條
市

議
会

第
一

回
臨

時
会

が
招

集
さ

れ
ま

し
た

と
こ

ろ
、

議
員

各
位

に
は

、
何

か
と

御
多

用
の

と
こ

ろ
御

参
集

を
賜

り
、

厚
く

御
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

本
臨

時
会

に
は

、
令

和
六

年
度

五
條

市
一

般
会

計
補

正
予

算
案

が
提

出
さ

れ
て

お
り

ま
す

の
で

、
議

員
各

位
に

は
、

ど
う

か
御

精
励

い
た

だ
き

ま
す

と
と

も
に

、
円

滑
な

る
議

会
運

営
に

格
段

の
御

協
力

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
し

て
、

開
会

の
御

挨
拶

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
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─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
こ

の
際

、
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

会
議

記
録
及
び

市
議

会
だ
よ

り
Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
並
び

に
広
報

五
條

に
掲
載

の
た

め
、

各
会

議
の

日
程

中
、

事
務

局
に
写
真
撮
影

を
さ

せ
ま

す
の

で
、

御
了
承

願
い

ま
す

。
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た
だ

い
ま

の
出

席
議

員
数

は
、

定
足
数

に
達

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
会

議
が
成
立

し
ま

す
。

 

 
 

市
長

か
ら

議
会

招
集

の
御

挨
拶

が
あ

り
ま

す
。

平
岡

市
長

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

市
長

 
平

岡
清

司
登
壇
〕

 

○
市

長
（

平
岡

清
司

）
お

は
よ

う
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 

本
日

こ
こ

に
、

令
和

七
年

五
條

市
議

会
第

一
回

臨
時

会
を

招
集

い
た

し
ま

し
た

と
こ

ろ
、

議
員

各
位

の
御

出
席

を
賜

り
、

厚
く

お
礼

を
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

ま
ず

は
、
昨

年
十

二
月

十
四

日
、
須

恵
地
区

に
お

い
て

九
棟

が
全
焼

す
る
火
災

が
発
生

い
た

し
ま

し
た

。
火
災

に
見
舞
わ

れ
ま

し
た
皆
様

に
、
心

か
ら

お
見
舞

い
を

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

さ
て

、
本

年
は

、
阪

神
・
淡
路

大
震
災

か
ら

三
十

年
と

な
り

ま
す

が
、
先

般
、

政
府

の
地
震
調
査
委

員
会

が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震

の
三

十
年
以
内

の
発
生
確
率

を
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
へ
引

き
上

げ
た

こ
と

が
発
表

さ
れ

ま
し

た
。

 

 
 

市
民

の
皆
様

に
は

、
い
ざ

と
い

う
と

き
に

備
え

、
日
頃

か
ら

、
さ

ら
な

る
防
災
意
識

の
向

上
に
努

め
て

い
た

だ
き

ま
す
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

と
と

も
に

、
市

政
に

お
い

て
も

市
民

の
皆
様

が
、
安
心

し
て
暮

ら
し

て
い

た
だ
け

る
よ

う
、
引

き
続

き
各
施
策

を
推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

 

 
 

な
お

、
本

臨
時

会
に

お
い

て
は

、
政
府

に
よ

る
経
済
対
策
等

の
実
施

に
係

る
五

條
市

一
般

会
計

補
正

予
算

を
提

出
い

た
し

て
お

り
ま

す
。
よ

ろ
し

く
御
審

議
を

賜
り

ま
す
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ

ま
し

て
、

平
素

の
お

礼
と

議
会

招
集

の
御

挨
拶

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
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─
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─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
た

だ
い

ま
か

ら
、

本
日

の
会

議
を

開
き

ま
す

。
 

 
 

本
日

の
日

程
に

つ
き

ま
し

て
は

、
お
手
元

に
配

付
済
み

の
と

お
り

で
あ

り
ま

す
。
配

付
漏

れ
は
ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「

な
し
」

の
声

あ
り
〕

 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
─

─
─

─
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─
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─
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─
─

─
─

─
─

─
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─
─

─
─

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
こ

れ
よ

り
日

程
に
入

り
ま

す
。

 

 
 

日
程

第
一

、
会

議
録

署
名

議
員

の
指

名
を
行

い
ま

す
。

 

 
 

会
議

録
署

名
議

員
は

、
会

議
規
則

第
八

十
八
条

の
規

定
に
よ

り
、

議
長

か
ら

指
名

い
た

し
ま

す
。

 

五
番

 
 

 
吉

 
 

 
田

 
 

 
 

 
 

 
正

 
 

 
議

員
 

六
番

 
 

 
窪

 
 

 
 

 
 

 
佳

 
 

 
秀

 
 

 
議

員
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八
番

 
 

 
福

 
 

 
塚

 
 

 
 

 
 

 
実

 
 

 
議

員
 

 
 
以

上
、

三
名

の
方

に
お

願
い

し
ま

す
。
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─
─

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
次

に
、

日
程

第
二

、
会

期
決

定
の

件
を

議
題

と
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

本
臨

時
会

の
会

期
に

つ
き

ま
し

て
は

、
去

る
一

月
二

十
三

日
開
催

の
議

会
運

営
委

員
会

に
お

き
ま

し
て

、
御

協
議

を
賜

り
ま

し
た
結
果

、
さ

き
に

御
通
知

申
し

上
げ

ま
し

た
と

お
り

、
本

日
一

日
と

い
た

し
た

い
と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。

 

 
 
よ
っ

て
、

会
期

は
本

日
一

日
と

決
し

ま
し

た
。

 

 
 

な
お

、
会

期
中

の
会

議
予

定
に

つ
き

ま
し

て
は

、
各

位
に

御
通
知

申
し

上
げ

ま
し

た
と

お
り

で
あ

り
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
次

に
、

日
程

第
三

、
市

長
の

提
出

議
案

の
説

明
を
求

め
ま

す
。

平
岡

市
長

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

市
長

 
平

岡
清

司
登
壇
〕

 

○
市

長
（

平
岡

清
司

）
本

臨
時

会
に

提
出

の
議

案
に

つ
い

て
、

御
説

明
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

議
第

一
号

 
令

和
六

年
度

五
條

市
一

般
会

計
補

正
予

算
（

第
九

号
）

議
定

に
つ

き
ま

し
て

は
、
歳
入

・
歳

出
予

算
に
そ

れ
ぞ

れ
三
億
百

五
万

一
千

円
を
追
加

し
、

総

額
百

九
十

八
億

四
千

四
百

五
十

三
万

四
千

円
と

す
る

予
算

の
補

正
、
繰
越

明
許
費
及
び
債

務
負
担
行
為

の
補

正
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
主

な
内
容

と
い

た
し

ま
し

て
、
低

所
得

者
世
帯
へ

の
支
援

と
し

て
住

民
税
非

課
税
世
帯

に
三
万

円
な

ど
を
給

付
す

る
事

業
の

補
正
等

を
追
加

す
る

も
の

で
、

財
源

に

つ
き

ま
し

て
は

、
国
庫

支
出
金
等

を
見
込
み

ま
し

て
補

正
予

算
を
編
成

し
て

お
り

ま
す

。
 

 
 
以

上
が

、
こ

の
た
び

提
出

い
た

し
ま

し
た

議
案

の
概
要

で
あ

り
ま

す
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
市

長
の

提
出

議
案

の
説

明
が
終
わ

り
ま

し
た

。
 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
次

に
、

日
程

第
四

、
議

第
一

号
を

議
題

と
い

た
し

ま
す

。
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事
務

局
長

に
件

名
を

朗
読

さ
せ

ま
す

。
 

○
事

務
局

長
（

久
保

雅
彦

）
議

第
一

号
 

令
和

六
年

度
五

條
市

一
般

会
計

補
正

予
算

（
第

九
号

）
議

定
に

つ
い

て
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
提

案
理

由
の

説
明

を
求

め
ま

す
。

櫻
本

総
務

部
長

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

総
務

部
長

 
櫻

本
茂

樹
登
壇
〕

 

○
総

務
部

長
（

櫻
本

茂
樹

）
失

礼
い

た
し

ま
す

。
た

だ
い

ま
上

程
い

た
だ

き
ま

し
た

議
第

一
号

 
令

和
六

年
度

五
條

市
一

般
会

計
補

正
予

算
（

第
九

号
）

議
定

に
つ

き
ま

し
て

、
提

案
理

由
を

御
説

明
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 
恐

れ
入

り
ま

す
が

、
別
冊

の
令

和
六

年
度

五
條

市
一

般
会

計
補

正
予

算
（

第
九

号
）

の
一
ペ
ー
ジ

を
御
覧

い
た

だ
き

た
い

と
存
じ

ま
す

。
 

 
 

こ
の

た
び

の
補

正
で
ご
ざ

い
ま

す
が

、
歳
入
歳

出
予

算
、
繰
越

明
許
費
及
び
債

務
負
担
行
為

の
補

正
で
ご
ざ

い
ま

し
て

、
歳
入
歳

出
予

算
に

つ
き

ま
し

て
は

、
そ

の

総
額

に
三
億
百

五
万

一
千

円
を
追
加

し
、

総
額

で
百

九
十

八
億

四
千

四
百

五
十

三
万

四
千

円
と

す
る

も
の

で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
そ

れ
で

は
、
歳

出
予

算
の

補
正

か
ら

御
説

明
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

七
ペ
ー
ジ

を
御
覧

い
た

だ
き

た
い

と
存
じ

ま
す

。
 

 
 

民
生
費

、
社

会
福

祉
費

、
社

会
福

祉
総

務
費

の
一
億

五
千

三
百

三
十

二
万

九
千

円
で
ご
ざ

い
ま

す
が

、
低

所
得
世
帯
へ

の
支
援

と
し

て
、
住

民
税
非

課
税
世
帯

に
三

万
円

の
給

付
、
非

課
税
世
帯

の
う
ち

子
育

て
世
代
世
帯

に
子
供

一
人
当

た
り

二
万

円
の
加

算
を
行

う
た

め
、

所
要

の
経
費

を
計

上
す

る
も

の
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 

次
に

、
商
工
費

、
産

業
振
興
費

の
一
億

四
千

七
百

七
十

二
万

二
千

円
で
ご
ざ

い
ま

す
が

、
市

民
と

市
内

事
業

者
へ

の
物
価
高
騰

支
援

と
し

て
、

一
世
帯
当

た
り

一
万

円
の
地
域
振
興
券

を
交

付
す

る
た

め
、
そ

の
所
要

の
額

を
計

上
す

る
も

の
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
歳

出
は

、
以

上
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
続

き
ま

し
て

、
歳
入

予
算

の
補

正
に

つ
い

て
御

説
明

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

五
ペ
ー
ジ

の
歳
入
歳

出
補

正
予

算
事
項
別

明
細
書

の
上

段
、
歳
入

を
御
覧

い
た

だ
き

た
い

と
存
じ

ま
す

。
 

 
 
地
方
交

付
税

に
お

い
て

、
四
千

四
百

九
十

三
万

八
千

円
を
国
庫

支
出
金

に
お

い
て

二
億

五
千

六
百

十
一
万

三
千

円
を
追
加

い
た

し
ま

し
て

、
歳

出
と

の
均
衡

を
図
っ

た
次

第
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
続

き
ま

し
て

、
繰
越

明
許
費

の
補

正
に

つ
い

て
御

説
明

を
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

三
ペ
ー
ジ

を
御
覧

い
た

だ
き

た
い

と
存
じ

ま
す

。
 

 
 

民
生
費

の
物
価
高
騰
対
策

支
援
給

付
金

事
業

の
一
億

五
千

二
百

八
十

五
万

円
で
ご
ざ

い
ま

す
が

、
給

付
期
限

を
五

月
末

日
と

し
て

お
り

、
給

付
事

務
が

四
月
以
降

も
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継
続

す
る

た
め

、
翌

年
度

に
繰

り
越

す
も

の
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 

次
に

、
商
工
費

の
地
域
振
興
券

事
業

の
一
億

四
千

七
百

七
十

二
万

二
千

円
で
ご
ざ

い
ま

す
が

、
地
域
振
興
券

の
使

用
期
限

を
六

月
と

し
て

お
り

、
事

業
が

四
月
以
降

も
継
続

す
る

た
め

、
翌

年
度

に
繰

り
越

す
も

の
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
続

き
ま

し
て

、
債

務
負
担
行
為

の
補

正
に

つ
い

て
御

説
明

を
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

四
ペ
ー
ジ

を
御
覧

い
た

だ
き

た
い

と
存
じ

ま
す

。
 

 
 

保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
設

備
改
修
工

事
設

計
業

務
で
ご
ざ

い
ま

す
が

、
今

年
度

実
施

し
ま

し
た
建
物
調
査

に
お

い
て
早
急

に
対
応

が
必
要

に
な
っ

た
こ

と
か

ら
、

本
年

度
中

に
契
約
行
為

に
着
手

す
る

も
の

で
ご
ざ

い
ま

す
。

期
間

を
令

和
六

年
度

か
ら

七
年

度
と

し
、
限

度
額

は
七
百
万

円
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
以

上
で

説
明

を
終
わ

ら
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
よ

ろ
し

く
御
審

議
の

上
、

御
議

決
賜

り
ま

す
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
提

案
理

由
の

説
明

が
終
わ

り
ま

し
た

。
 

 
 

こ
れ
よ

り
質
疑

に
入

り
ま

す
。

（
「

十
番
」

の
声

あ
り

）
十

番
、

吉
田

雅
範

議
員

。
 

○
十

番
（

吉
田

雅
範

）
お

は
よ

う
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 

四
ペ
ー
ジ

の
債

務
負
担
行
為

の
補

正
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

こ
れ

、
カ
ル
ム

五
條

の
改
修
工

事
だ

と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、

予
算

説
明

会
の

と
き

に
も
言
わ

せ
て

い
た

だ
い

た
ん

で
す
け

れ
ど

も
、

や
は

り
設

計
段
階

で
、

こ
こ

は
都

市
ガ
ス

が
通
っ

て
い

る
の

か
、

都
市
ガ
ス

と
い

う
か

ど
う

い
う

た
ら
え
え

ん
か

な
、

五
条
ガ
ス

で

す
か
ね

、
あ

れ
が
通
っ

と
る

ん
か
通
っ

て
な

い
ん

か
、
先

に
お
尋
ね

し
た

い
と
思

い
ま

す
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
馬

場
す

こ
や

か
市

民
部

長
。

 

○
す

こ
や

か
市

民
部

長
（

馬
場

由
美

子
）

十
番

、
吉

田
議

員
の

御
質
問

に
お
答
え

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

五
条
ガ
ス

が
通
っ

て
お

り
ま

す
。

 

 
 
以

上
で

す
。

（
「

十
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
十

番
、

吉
田

雅
範

議
員

。
 

○
十

番
（

吉
田

雅
範

）
も

し
災
害

の
と

き
に

や
っ

た
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

が
切
断

し
た

り
と

い
う

こ
と

も
あ

り
ま

す
の

で
、

や
は

り
今
現
状

と
し

た
ら

、
ガ
ス

を
引

い
て

、

今
コ
ン
ロ
ぐ

ら
い

は
あ

る
と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、
そ

れ
が
切
断

し
た

場
合

に
、
プ
ロ
パ
ン

を
置

く
と

い
う
方
法

が
よ

い
と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、

ど
う

お
考
え

で
す

か
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
馬

場
す

こ
や

か
市

民
部

長
。
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○
す

こ
や

か
市

民
部

長
（

馬
場

由
美

子
）
ガ
ス

に
つ

き
ま

し
て

は
、

お
風
呂

と
か

も
あ

り
ま

す
の

で
必
要

か
と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

を
設
置

す
る

か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

、
ま

た
こ

れ
か

ら
検
討

と
い

う
と

こ
ろ

で
協

議
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

 
 
失

礼
し

ま
す

。
（
「

十
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
十

番
、

吉
田

雅
範

議
員

。
 

○
十

番
（

吉
田

雅
範

）
あ
そ

こ
で

は
、
障
害

者
の
方
等
々

も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ

て
い

る
と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、

や
は

り
障
害

者
で

も
い

ろ
い

ろ
の
方

が
お

ら
れ

ま
す

の
で

、
そ

こ
が

、
も

し
地
震

な
ど

と
い
っ

た
場
合

に
避
難

場
所

に
な

る
と
思

う
ん

で
す

。
そ

う
し

た
場
合

に
、
今

の
ガ
ス

で
や
っ

た
ら

、
も

し
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

が

切
れ

た
場
合

に
、

何
も

御
飯

も
炊
け

な
い
状
態

に
な

る
し

、
そ

し
て

ま
た

、
エ
ア
コ
ン
等

も
今

は
電
気

に
な
っ

と
る

ん
か

、
ち
ょ
っ

と
私
分

か
り

ま
せ

ん
け

れ
ど

も
、

や
は

り
一

つ
か

二
つ

の
部
屋

は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

で
い
け

る
よ

う
な

、
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
み

た
い

な
感
じ

の
エ
ア
コ
ン

の
設
置

も
お

願
い

し
た

い
ん

で
す

。
障
害

者
の

お

持
ち

の
父
兄

か
ら

も
、
そ

れ
は
重
々

に
言
わ

れ
て

、
お

願
い

さ
れ

て
お

り
ま

す
の

で
、

ど
う

か
考
え

て
い

た
だ

い
て

、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

を
付
け

て
い

た
だ

く
よ

う
に

お

願
い

し
て

お
き

た
い

と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、

ど
う

で
す

か
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
平

己
危

機
管

理
監

。
 

○
危

機
管

理
監

（
平

己
富

長
）

十
番

、
吉

田
議

員
の

御
質
問

に
お
答
え

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

指
定
避
難

所
と

い
う

こ
と

に
な
っ

て
き

て
お

り
ま

す
。

五
條

市
全
体

の
中

で
避
難

所
の
強
化

と
い

う
と

こ
ろ

で
、
ガ
ス
対
応

に
つ

き
ま

し
て

も
、
今
後

、
検
討

し
て

ま
い

り
た

い
、

こ
の
よ

う
に
考
え

て
お

り
ま

す
。

 

 
 
以

上
、
答
弁

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
（
「

十
二

番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
十

二
番

、
大

谷
龍

雄
議

員
。

 

○
十

二
番

（
大

谷
龍

雄
）
今

回
の

予
算

の
中

に
は
ね

、
物
価
高
騰
対
策

支
援
給

付
金

事
業

と
か
地
域
振
興
券

事
業
等
々

、
今

の
経
済
情
勢

か
ら

い
え
ば

大
変
求

め
ら

れ
て

い
る
重
要

な
予

算
で

は
あ

り
ま

す
け

れ
ど

も
、
ち
ょ
っ

と
も

う
そ

の
予

算
は
別

に
し

て
、

こ
の

七
ペ
ー
ジ

の
社

会
福

祉
総

務
費

の
需

用
費

、
消
耗
品
費
追
加

と
い

う
、

こ
の
消
耗
品
費

九
万

五
千

円
上

が
っ

て
ま

す
け

れ
ど

も
、

ど
う

い
う

も
の

が
消
耗
品
費

と
い

う
の

か
説

明
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

 
 
そ

れ
か

ら
十

一
番

、
役

務
費

、
通
信

運
搬
費
追
加

、
手
数
料
追
加

と
し

て
二
百

二
万

五
千

円
ね

、
こ

の
業

務
の
内
容

も
ち
ょ
っ

と
説

明
い

た
だ
け

ま
す

か
。

 

 
 
そ

れ
か

ら
、
委
託
料

、
印
刷

・
封
入
等

業
務
委
託
料
追
加

、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

開
発
委
託
料

、
電
話
シ
ス
テ
ム
変
更

業
務
委
託
料

、
相
談

支
援

業
務
委
託
料
追
加

と
、

こ
う

い
う

い
ろ

ん
な

こ
と

で
委
託

さ
れ

る
わ
け

で
す
け

れ
ど

も
、

こ
の

業
務

の
内
容

も
ち
ょ
っ

と
重
点
的

に
説

明
い

た
だ

き
た

い
と
思

い
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「

議
長

、
一
問

一
答

で
」

の
声

あ
り
〕
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○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
大

谷
議

員
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

も
う
そ

の
辺

で
一

回
止

め
て

も
う

て
、

一
問

一
答

。
 

○
十

二
番

（
大

谷
龍

雄
）

は
い

。
そ

し
た

ら
最
後
ね

、
事

務
機
借

り
上

げ
料
追
加

。
 

 
 
以

上
、
ひ

と
つ
ポ
イ
ン
ト

を
絞
っ

て
説

明
し

て
く

れ
ま

す
か

。
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
谷

口
あ

ん
し

ん
福

祉
部

長
。

 

○
あ

ん
し

ん
福

祉
部

長
（

谷
口

久
美

）
十

二
番

、
大

谷
議

員
の

御
質
問

に
お
答
え

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

ま
ず

、
十
節

の
需

用
費

九
万

五
千

円
に

つ
き

ま
し

て
、
書
類

の
保
存

用
フ
ァ
イ
ル
及
び
給

付
の

案
内
文
書

の
用
紙
代
等

、
消
耗
品

で
す

。
 

 
 

次
に

、
十

一
節
役

務
費

二
百

二
万

五
千

円
に

つ
き

ま
し

て
、
通
信

運
搬
費
百

五
十

二
万

三
千

円
は

、
案
内
文
章

の
通
知
及
び
返
信

用
の
切
手
代

、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

で
使

用
す

る
電
話
代

で
す

。
ま

た
、
手
数
料

五
十
万

二
千

円
に

つ
き

ま
し

て
、
給

付
金

を
振

り
込
む

際
に
発
生

す
る
振
込
手
数
料

と
な
っ

て
お

り
ま

す
。

 

 
 
続

き
ま

し
て

、
十

二
節
委
託
料

、
六
百

二
十

六
万

一
千

円
で

す
が

、
印
刷

・
封
入
等

業
務
委
託
料

四
十

七
万

九
千

円
、

こ
れ

は
送
信

・
返
信

用
封
筒

、
案
内
チ
ラ
シ

及
び
封
入

・
封
緘
作

業
に

係
る
費

用
で

す
。

 

 
 
続

き
ま

し
て

、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

開
発
委
託
料
百

二
十

八
万

七
千

円
に

つ
き

ま
し

て
、
給

付
金

の
振
込
処

理
シ
ス
テ
ム

の
開
発

に
係

る
費

用
で

す
。
具
体
的

に
は

、
支

給
対
象

者
を
抽

出
し

て
、
台
帳

の
作
成

、
そ

れ
か

ら
振
込
デ
ー
タ

の
作
成
等

、
対
象

者
の

支
給

管
理

を
行

う
も

の
で

す
。

 

 
 
続

き
ま

し
て

、
電
話
シ
ス
テ
ム
変
更

業
務
委
託
料

二
十

七
万

四
千

円
で

す
が

、
相
談
及
び
問
合

せ
に

係
る
電
話

回
線

の
復
旧
及
び
撤
去
作

業
に

係
る
費

用
で

す
。

 

 
 

次
に

、
相
談

支
援

業
務
委
託
料

四
百

二
十

二
万

一
千

円
に

つ
き

ま
し

て
、

三
月

か
ら

五
月

ま
で

の
三

か
月
間
設
置

す
る

予
定

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
業

務
に

係
る
費

用
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

 

 
 

次
に

、
十

三
節
使

用
料
及
び
賃
借
料

、
事

務
機
借

上
げ
料

の
三

十
四
万

八
千

円
で

す
が

、
住

民
基

本
台
帳

と
連
携

さ
せ

る
た

め
の
パ
ソ
コ
ン

を
借

り
上

げ
る
費

用
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

 

 
 
以

上
、
答
弁

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
（
「

十
二

番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
十

二
番

、
大

谷
龍

雄
議

員
。

 

○
十

二
番

（
大

谷
龍

雄
）
需

用
費

と
役

務
費

は
仕
方

が
な

い
な

と
い

う
感
じ

は
し

ま
す
け

れ
ど

も
、

こ
の
委
託
料

と
使

用
料
及
び
賃
借
料

、
こ

れ
は

あ
れ

で
す

か
、

こ
の

よ
う

に
委
託

し
な
け

れ
ば
仕

事
が

で
き

な
い

の
か

。
ま

た
、
使

用
料

に
お

い
て

は
、

事
務

機
借

上
げ
料

を
追
加

、
事

務
機

を
借

り
上

げ
な
け

れ
ば

、
こ

れ
も

業
務

を
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

の
か

。
も
っ

と
具
体
的

に
言
っ

た
ら

、
今

、
役

所
の

中
に

も
い

ろ
ん

な
職

員
の
皆

さ
ん
方

が
お

ら
れ

る
わ
け

で
す
け

れ
ど

も
、
そ

う
い

う
職

員
さ

ん
に

お
願

い
し

て
で

き
る

も
の

は
な

い
の

か
。
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ま
た

、
事

務
機

の
件

に
つ

い
て

も
、
現
在

、
市
役

所
に
設
置

し
て

る
事

務
機
等
々

で
利

用
は

で
き

な
い

の
か

、
そ

の
辺

は
い

か
が

で
す

か
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
谷

口
あ

ん
し

ん
福

祉
部

長
。

 

○
あ

ん
し

ん
福

祉
部

長
（

谷
口

久
美

）
ま
ず

、
委
託
料

に
関

し
て

で
す

が
、
印
刷

・
封
入

業
務
委
託
料

に
関

し
ま

し
て

も
、

で
き

る
だ
け
早

く
市

民
の

人
に
給

付
金

を
お

届
け

し
た

い
と

い
う

こ
と

で
委
託

を
し

て
お

り
ま

す
。
自
分

た
ち

で
す

る
と

や
は

り
時
間

が
か

か
り

ま
す

し
、
間
違

い
が
発
生

し
て

も
、

ま
た

市
民

の
皆
様

に
御
迷
惑

が
か

か
り

ま
す

の
で

、
で

き
る

だ
け
早

く
と

い
う

こ
と

で
委
託

の
ほ

う
を

さ
せ

て
い

た
だ

く
よ

う
に
準

備
し

て
お

り
ま

す
。

 

 
 

ま
た

、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

開
発

な
ん

で
す
け

れ
ど

も
、

こ
れ

も
基
準

日
が

、
今

ま
で

の
給

付
金

、
そ

れ
ぞ

れ
違

い
ま

し
て

、
対
象

者
も
変
わ
っ

て
き

ま
す

の
で

、
対
象

者
の

人
を
間
違
わ

な
い
よ

う
に

と
い

う
こ

と
で

開
発

し
て

い
た

だ
く
分

で
す

。
こ

れ
は

も
う
振
込

に
関

し
て

も
係
っ

て
き

ま
す

の
で
必
要

な
も

の
で

す
。

 

 
 

あ
と
使

用
料
及
び
賃
借
料

の
パ
ソ
コ
ン

の
借

り
上

げ
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

こ
れ

は
専
門

の
ア
ド
ワ
ー
ル
ド

と
い

う
、
そ

う
い

う
ふ

う
な
端
末

が
あ

る
ん

で
す
け

れ

ど
も

、
そ

う
い

う
よ

う
な

も
の

と
か

、
ア
ク
セ
ス

に
必
要

な
も

の
を
そ

の
パ
ソ
コ
ン

に
入

れ
な

い
と

い
け

な
い

ん
で

す
。
そ

う
い

う
作

業
を

し
な

い
と

い
け

な
い

の
で

、

こ
れ

は
別

に
要

る
と

い
う

こ
と

で
、
借

り
上

げ
る
よ

う
に
準

備
し

て
お

り
ま

す
。

 

 
 
以

上
で

す
。

（
「

九
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
九

番
、

山
口

耕
司

議
員

。
 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
そ

れ
で

は
、

ま
ず

、
物
価
高
騰
対
策

支
援
給

付
事

業
で
ご
ざ

い
ま

す
が

、
こ

の
対
象

者
の
方
々

に
お
知

ら
せ

と
い

う
の

は
ど

う
い
っ

た
、

も
う
プ

ッ
シ
ュ
式

で
い

く
の

か
、
そ

れ
と

も
お
知

ら
せ

で
や

る
の

か
、
そ

の
辺

の
手
順

を
教
え

て
い

た
だ
け

ま
す

か
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
谷

口
あ

ん
し

ん
福

祉
部

長
。

 

○
あ

ん
し

ん
福

祉
部

長
（

谷
口

久
美

）
九

番
、

山
口

議
員

の
御
質
問

に
お
答
え

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 
基

本
は
プ
ッ
シ
ュ
型

で
準

備
し

て
お

り
ま

す
。

 

 
 
以

上
、
答
弁

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
（
「

九
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
九

番
、

山
口

耕
司

議
員

。
 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
そ

し
た

ら
、

こ
の
対
象

者
の
方
々

に
現
金

が
振

り
込

ま
れ

る
の

は
、

い
つ
頃

と
予

定
さ

れ
て

お
り

ま
す

か
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
谷

口
あ

ん
し

ん
福

祉
部

長
。

 

○
あ

ん
し

ん
福

祉
部

長
（

谷
口

久
美

）
お
答
え

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

三
月

中
旬

に
通
知

の
ほ

う
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
て

、
そ

れ
か

ら
し
ば

ら
く

期
間

を
置

い
て

、
三

月
末

に
は
振
込

の
予

定
を

し
て

お
り

ま
す

。
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以

上
、
答
弁

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
（
「

九
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
九

番
、

山
口

耕
司

議
員

。
 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
物
価
高
騰
対
策

で
す

の
で

、
今
ガ
ソ
リ
ン

、
そ

し
て
灯
油

が
非
常

に
高

く
な
っ

て
お

り
ま

す
。
そ

の
辺

を
鑑
み

て
も

、
一
刻

も
早

く
給

付
を

し
て

あ
げ

る
の

が
い

い
か

な
と
思

い
ま

す
の

で
、
少

し
で

も
早

く
給

付
を

で
き

る
よ

う
に

お
願

い
し

た
い

と
思

い
ま

す
。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 

 
 
続

い
て
よ

ろ
し

い
で

す
か

、
議

長
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
は

い
、

ど
う
ぞ

。
 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

・
カ
ル
ム

五
條

の
設

計
業

務
委
託
料

で
ご
ざ

い
ま

す
が

、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的

に
は
建
物

の
調
査

を
行
っ

て
、
そ

し
て

令
和

七

年
度

の
九

月
に

は
そ

れ
を
終
わ
っ

て
、
新

し
く
設

計
に
入

る
と

い
う

こ
と

に
な

る
ん

で
す
け

れ
ど

も
、
工

事
が
始

ま
る

の
は

、
い

つ
頃

と
考
え

て
お

り
ま

す
か

。
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
馬

場
す

こ
や

か
市

民
部

長
。

 

○
す

こ
や

か
市

民
部

長
（

馬
場

由
美

子
）

九
番

、
山

口
議

員
の

御
質
問

に
お
答
え

い
た

し
ま

す
。

 

 
 
今

回
の

こ
の

補
正

予
算

で
承
認

い
た

だ
き

ま
し

た
ら

、
す
ぐ

に
設

計
の
ほ

う
に
入

ら
せ

て
い

た
だ

い
て

、
そ

れ
を
終
わ

り
ま

し
た

ら
、

次
、
工

事
の

予
算

の
ほ

う
を

見
て

い
き

た
い

と
思
っ

て
お

り
ま

す
。

で
す

の
で

、
そ

の
予

算
が
通

り
ま

し
て

、
大
体

十
一

月
ぐ

ら
い

か
ら
工

事
が

で
き

れ
ば

と
思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

 
 
以

上
で

す
。

（
「

九
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
九

番
、

山
口

耕
司

議
員

。
 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
そ

れ
に
対

し
て

の
予

算
は

、
補

正
予

算
を
組
む

ん
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。
約
半

年
以

上
、

八
か

月
ぐ

ら
い

か
け

て
の
改
修
工

事
、
規
模

に
よ
っ

て

変
わ

る
と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、
今

回
の
想

定
さ

れ
て

お
る

と
い

う
の

は
、

前
回

、
御

説
明

い
た

だ
き

ま
し

た
け

れ
ど

も
、

ど
の
辺

を
重
点
的

に
予

定
し

て
お

る
の

か
分

か
り

ま
す

か
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
馬

場
す

こ
や

か
市

民
部

長
。

 

○
す

こ
や

か
市

民
部

長
（

馬
場

由
美

子
）

お
答
え

い
た

し
ま

す
。

 

 
 
今

回
の

こ
の
工

事
に

つ
き

ま
し

て
は

、
照

明
関

係
を

中
心

に
や
っ

て
い

き
た

い
と
思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

 
 
以

上
で

す
。

（
「

九
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
九

番
、

山
口

耕
司

議
員

。
 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
せ
っ

か
く
改
修
工

事
を

す
る
わ
け

で
す

の
で

、
い

ろ
ん

な
不
具
合

が
後
々
生
じ

て
く

る
お
そ

れ
の

あ
る
箇

所
は

、
全

て
改
修

を
し

て
お

か
な

い
と
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福
祉
避
難

所
、

ま
た

指
定
避
難

所
と

な
っ

て
お

る
と

こ
ろ

に
災
害

が
起

こ
っ

て
、

い
ざ
使

お
う

と
思
っ

た
ら
使
え

な
い

と
い

う
よ

う
な
不
具
合

が
出

て
こ
よ

う
か

と
思

い
ま

す
の

で
、
そ

の
辺

も
含

め
て
考
え

て
い

た
だ

き
た

い
と
思

い
ま

す
。

 

 
 

あ
の

中
に
体

育
館

も
ご
ざ

い
ま

す
。
体

育
館

も
緊
防
債

の
お
金

を
使
え
ば

、
い
わ
ゆ

る
断
熱
材

の
費

用
も
そ

こ
か

ら
、
国

か
ら

の
予

算
が
使
え

る
と
思

う
ん

で
す

。
 

 
 

た
だ

、
過
疎
債

を
使
え
ば

、
そ

の
辺

も
膨

ら
ん

で
い

く
の

で
、
そ

の
辺

上
手

に
使

い
分
け

な
が

ら
、

で
き

る
の

で
あ

れ
ば
両
刀
遣

い
で

や
っ

て
い

た
だ
け

れ
ば

あ
り

が
た

い
か

な
と
思

い
ま

す
。

 

 
 

ま
た

、
老

人
福

祉
の

部
分

で
、
今

度
、
来

年
度

か
ら
閉
館

と
な

る
ん

で
す
け

れ
ど

も
、
老

人
福

祉
に
対

し
て

の
事

業
が
カ
ル
ム

五
條

で
行
わ

れ
ま

す
。
そ

の
カ
ル
ム

五
條

で
行
わ

れ
る

ん
や
け

れ
ど

も
、

こ
れ

実
際

、
工

事
に

か
か
っ

た
ら

中
止

に
な

る
可
能
性

が
あ

る
の

か
な

い
の

か
、
そ

の
辺

い
か

が
で

す
か

。
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
馬

場
す

こ
や

か
市

民
部

長
。

 

○
す

こ
や

か
市

民
部

長
（

馬
場

由
美

子
）

お
答
え

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 
設

計
段
階

で
す

の
で

、
こ

れ
か

ら
設

計
さ

せ
て

い
た

だ
く

と
こ

ろ
で

す
の

で
詳
細

に
つ

い
て

は
分

か
ら

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、
工

事
と

か
そ

う
い
っ

た
内
容

に
よ

り
ま

し
て

、
ど

う
し

て
も

や
っ
ぱ

り
危
険

と
い

う
と

こ
ろ

が
伴

い
ま

し
た

ら
一

時
お
休
み

し
て

い
た

だ
く

こ
と

も
ち
ょ
っ

と
考
え

て
お

り
ま

す
。
そ

こ
は
ち
ょ
っ

と
利

用
者

の
方

に
も

御
説

明
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
、

お
願

い
し

た
い

と
思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

 
 
以

上
で

す
。

（
「

九
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
九

番
、

山
口

耕
司

議
員

。
 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
老

人
憩

の
家

が
、

も
う
閉
館

と
し

て
し

ま
う

た
め

の
事

業
で
ご
ざ

い
ま

す
。

も
し

も
代
替

の
場

所
が

あ
れ
ば

、
代
替

の
場

所
で
継
続

し
て

い
く

と

か
い

う
計
画

も
一
緒

に
立

案
し

て
い

た
だ

き
た

い
し

、
工

期
が

長
引

く
ほ

ど
費

用
が

か
さ
み

ま
す

の
で

、
そ

の
辺

も
含

め
て

、
一

時
的

な
休
館

を
し

て
し

ま
う

。
ぱ
ぱ

っ
と
工

事
を
仕

上
げ

て
、
そ

し
て
再

開
す

る
と

。
 

 
 

た
だ

し
、
そ

の
間

の
健
康

福
祉

の
業

務
に

つ
い

て
は

、
別

の
と

こ
ろ

で
し

ま
す
よ

と
い

う
よ

う
な

こ
と

も
含

め
て

、
視

野
に
入

れ
て
考
え

て
い

た
だ

き
た

い
と
思

う

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

い
か

が
で

す
か
ね

。
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
馬

場
す

こ
や

か
市

民
部

長
。

 

○
す

こ
や

か
市

民
部

長
（

馬
場

由
美

子
）

ど
う

し
て

も
休
館

と
い

う
か

、
場

所
を
変
え

て
危
険

を
伴

う
場
合

、
本
庁

と
か
ほ

か
の

場
所

で
で

き
る

こ
と

も
考
え

ら
れ

る
か

と
思

い
ま

す
の

で
、
そ
ち

ら
は
関

係
機
関

と
も

協
議

さ
せ

て
い

た
だ

き
な

が
ら

、
場

所
を
変
え

て
い

た
だ

く
と

か
し

な
が

ら
、

事
業

の
ほ

う
は
続
け

ら
れ

る
よ

う
に

や

っ
て

い
き

た
い

と
思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

―　12　―



 

 
 
以

上
で

す
。

（
「

九
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
九

番
、

山
口

耕
司

議
員

。
 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

の
こ

の
課
内

だ
け

で
な

く
全
庁
的

に
い

ろ
ん

な
こ

と
を

協
議

し
な

が
ら

、
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
の

で
、

そ
の
辺
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
て

お
き

ま
す

。
（
「

八
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
八

番
、

福
塚

 
実

議
員

。
 

○
八

番
（

福
塚

 
実

）
ち
ょ
っ

と
お
伺

い
し

た
い

ん
で

す
け

ど
、

こ
の

保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

・
カ
ル
ム

五
條

、
こ

の
改
修
工

事
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
、
非
常

用
照

明
、
消

防
設

備
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

、
管

理
等

が
あ

る
と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、

こ
れ

は
災
害

時
に
避
難

さ
れ

て
き

た
方
々

が
、

こ
こ

に
来

て
も

ら
っ

た
と

き
に
不
具
合

が

な
い
よ

う
に

、
ま

た
災
害

が
起

こ
っ

た
と

き
に
不
具
合

が
な

い
よ

う
に

と
い

う
こ

と
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

大
体

こ
の
カ
ル
ム

五
條

に
避
難

さ
れ

る
方
々

、
キ
ャ
パ

は

ど
れ
ぐ

ら
い

あ
る

の
か

。
そ

し
て

、
備
蓄

と
か

は
ど

れ
ぐ

ら
い
そ

ろ
っ

て
い

る
の

か
。

何
日
間

こ
こ

で
滞
在

で
き

る
の

か
、
そ

の
辺
ち
ょ
っ

と
教
え

て
も

ら
え

ま
す

か
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
平

己
危

機
管

理
監

。
 

○
危

機
管

理
監

（
平

己
富

長
）

お
答
え

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 
収
容
可
能

人
員

に
つ

き
ま

し
て

は
、
地
域
防
災

計
画

に
よ

り
ま

す
と

、
指

定
避
難

所
と

し
て

の
収
容
可
能

人
数

は
六
百

二
十

名
。
そ

れ
か

ら
、
そ

れ
以
外

に
福

祉
避

難
所

と
し

て
も

指
定

さ
れ

て
お

り
ま

し
て

、
妊

産
婦

、
そ

れ
か

ら
乳
幼
児

の
方

が
避
難

さ
れ

る
と

い
う
よ

う
な
設

定
に

な
っ

て
お

り
ま

す
。

 

 
 

備
蓄

な
ん

で
す
け

れ
ど

も
、
今

、
地
域
防
災

計
画

の
中

で
、
全
体

と
し

て
三
千

五
百

名
分

の
三

日
分

と
い

う
こ

と
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

二
十

八
か

所
の

備
蓄
倉
庫

に
、

そ
れ
ぞ

れ
置

い
て
ご
ざ

い
ま

す
。
そ

れ
で

、
被
害

の
状
況

に
よ
っ

て
人
数

が
、
例
え
ば

三
千

五
百

名
が

七
千

名
に

な
れ
ば

一
・

五
日
分

に
な

り
ま

す
し

、
そ

う
い
っ

た

と
こ

ろ
で
状
況

に
よ
っ

て
変
わ
っ

て
く

る
と

い
う

と
こ

ろ
で
ご
ざ

い
ま

し
て

、
現
在

、
国

の
ほ

う
で

一
日

を
耐
え

れ
ば

、
プ
ッ
シ
ュ
型

で
備
蓄
品

と
い

う
か

支
援
物
資

も
入
っ

て
き

ま
す

の
で

、
そ

う
い
っ

た
と

こ
ろ

で
一

・
五

日
、

あ
る

い
は

二
日
ぐ

ら
い

を
め

ど
に

備
蓄

と
い

う
と

こ
ろ

を
整
え

て
い

る
状
況

で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
以

上
で

す
。

（
「

八
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
八

番
、

福
塚

 
実

議
員

。
 

○
八

番
（

福
塚

 
実

）
先
ほ

ど
市

長
の

説
明

に
も

あ
っ

た
よ

う
に

、
南
海
ト
ラ
フ
等

が
懸
念

さ
れ

て
い

る
中

、
こ

れ
、

五
條

市
に

お
い

て
、
南

部
地
域

と
北

部
地
域

、
川

を
隔

て
て
地
域

が
あ

る
わ
け

で
ご
ざ

い
ま

す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
起

こ
っ

た
と

き
に
橋
等

が
危
険

に
さ

ら
さ

れ
、
そ

し
て
南

部
の
ほ

う
に
物
資
輸
送

が
届

か
な

い
と

い
う

、
本
当

に
危
険

な
、

危
険

と
い

う
か

危
機

迫
る

部
分

は
あ

る
と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、

や
は

り
そ

の
辺

も
考
慮

し
て

、
北

部
は

、
ま

だ
国

道
二

十
四

号
で

あ
っ

た
り
バ
イ
パ
ス

道
路

が
あ

る
中

、
運
送

で
あ

れ
、
プ
ッ
シ
ュ
輸
送

と
い

う
の

は
可
能

と
な
っ

て
く

る
と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、
南

部
地
域

に
お

い
て

、
私

ら
阪
合

部
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も
含

め
て

で
す
け

れ
ど

も
、
橋

が
通

れ
な

い
と

い
う
可
能
性

が
多

い
と
思

い
ま

す
。
そ

の
と

き
に

、
や

は
り

備
蓄
等

も
、
配
送

が
遅

れ
る

場
所

に
関

し
て

は
余
分

に
置

い
て

お
く

と
か

、
そ

う
い

う
考
慮

の
仕
方

が
必
要

で
は

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す
け

れ
ど

も
、
そ

の
辺

は
ど

う
お
考
え

な
の

か
教
え

て
も

ら
え

ま
す

か
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
平

己
危

機
管

理
監

。
 

○
危

機
管

理
監

（
平

己
富

長
）

お
答
え

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 
今

、
避
難

所
の

、
今

、
議

員
お
っ

し
ゃ

ら
れ

た
備
蓄
品

の
見

直
し

と
い

う
の

を
ち
ょ
っ

と
こ

れ
か

ら
や
っ

て
い

こ
う

か
な

と
考
え

て
お

り
ま

す
。
現
在

四
十

九
か

所

の
避
難

所
に

は
、

備
蓄
品

と
い

う
の

は
置

い
て
ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
今

お
っ

し
ゃ

ら
れ

た
よ

う
な
状
況

も
鑑
み

て
、
今
後

、
最
低
限

の
備
蓄
品

を
置

い
て

い
く
よ

う
な
形

で
、
ち
ょ
っ

と
今
検
討

中
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
以

上
、
答
弁

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
（
「

八
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
八

番
、

福
塚

 
実

議
員

。
 

○
八

番
（

福
塚

 
実

）
や

は
り

五
條

市
の
地
形

も
、
地
域
的

な
特
色

も
含

め
て

、
今
後
考
え

て
い

た
だ

い
て

、
や

は
り
南

部
地
域

と
い

う
の

は
、
川

を
越
え

て
こ

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
の

で
、

や
は

り
そ

の
橋

が
通

れ
な

い
と

い
う
可
能
性

、
大
概

、
高

い
と
思

い
ま

す
。
そ

の
部
分

を
含

め
て

、
今
後

、
検
討
よ

ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
防
災

の
た

め
に

こ
う

い
う
設

備
を

整
え

て
お

く
と

い
う

の
は

、
や

は
り

事
前
準

備
、

備
え

あ
れ
ば
憂

い
な

し
と

い
う

こ
と

で
ご
ざ

い
ま

す

の
で

、
今
後

と
も
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
と

き
ま

す
。

 

 
 
終
わ

り
ま

す
。

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
ほ

か
に
質
疑
ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「

な
し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
質
疑

を
終
わ

り
ま

す
。

 

 
 

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

本
案

に
つ

き
ま

し
て

は
、
討
論
並
び

に
委

員
会

付
託

を
省
略

い
た

し
た

い
と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。

 

 
 
よ
っ

て
、

本
案

は
討
論
並
び

に
委

員
会

付
託

を
省
略

す
る

こ
と

に
決

し
ま

し
た

。
 

 
 

こ
れ
よ

り
本

案
を
採

決
い

た
し

ま
す

。
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お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

本
案

は
、

原
案

の
と

お
り
可

決
す

る
こ

と
に

御
異

議
ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。

 

 
 
よ
っ

て
、

本
案

は
原

案
の

と
お

り
可

決
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
以

上
を

も
ち

ま
し

て
、

本
日

の
日

程
は
全

部
終
了

い
た

し
ま

し
た

。
 

 
 
閉

会
に
当

た
り

、
一
言

御
挨

拶
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

議
員

各
位

に
は

、
終
始

御
熱
心

に
御

精
励

賜
り

、
厚

く
御

礼
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

市
長

を
は
じ

め
理

事
者

各
位

に
は

、
市

政
発
展

の
た

め
、

事
務

事
業

の
執
行

に
ま

す
ま

す
御

精
励

賜
り

ま
す
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ

ま
し

て
、
閉

会
の

挨
拶

と
し

ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 
 

市
長

か
ら

御
挨

拶
が

あ
り

ま
す

。
平

岡
市

長
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

市
長

 
平

岡
清

司
登
壇
〕

 

○
市

長
（

平
岡

清
司

）
令

和
七

年
五

條
市

議
会

第
一

回
臨

時
会

の
閉

会
に
当

た
り

、
一
言

御
挨

拶
を

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

議
員

各
位

に
は

、
慎
重
審

議
の

上
、

原
案

の
と

お
り

御
議

決
を

い
た

だ
き

、
誠

に
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 
 

議
員

各
位

に
は

、
時
節
柄

、
一
層

御
自
愛

い
た

だ
き

、
市

民
福

祉
向

上
の

た
め

、
議

員
活
動

に
御

精
励

い
た

だ
き

ま
す
よ

う
お

願
い

を
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 
閉

会
に
当

た
っ

て
の

御
挨

拶
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 
 

 
 

 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

岩
本

 
孝

）
こ

れ
を

も
ち

ま
し

て
、

令
和

七
年

五
條

市
議

会
第

一
回

臨
時

会
を
閉

会
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前

十
時

三
十

九
分
閉

会
 

  
 

本
会

議
録

の
正
当

な
る

こ
と

を
証

明
す

る
た

め
に

こ
こ

に
署

名
す

る
。
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議
 

会
 

議
 

長
 

 
岩

 
本

 
 

 
孝

 

 署
 

名
 

議
 

員
 

 
吉

 
田

 
 

 
正

 

 署
 

名
 

議
 

員
 

 
窪

 
 

 
佳

 
秀

 

 署
 

名
 

議
 

員
 

 
福

 
塚

 
 

 
実
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